
ＪＲ東日本
新 潟 支 社 　新潟設備総合事務所　完成
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新たな技術革新、サービスを創出
東日本旅客鉃道株式会社
執行役員　新潟支社長　　
小川　治彦

完成に寄せて設計コンセプト

湊町らしい水をモチーフにした外観

施工のポイント

列車の運行に配慮し施工

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　６月５日　（月曜日）

エントランス 執務室

■工　事　件　名：（仮称）新潟現業事務所新築
■工　事　場　所：新潟市中央区花園一丁目番地
■発　注　者：東日本旅客鉃道株式会社
■事業主体：東日本旅客鉃道株式会社新潟支社
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：地上６階
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■設計・監理：東日本旅客鉃道株式会社新潟建築技術センター

株式会社ＪＲ東日本建築設計
■施　　　工：鉄建建設株式会社関越支店
■工　　　期：年２月３日～年６月５日

※写真提供／鉄建建設

南面外観
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　このたび、これまで新潟駅周辺に点在していた設備関
係の現業事務所を集約し、新たに「新潟設備総合事務所」
を開設いたしました。鉄道の保守管理は、保線、土木、
建築、機械、電力、信号通信と多くの系統で担い、安全
安定輸送の確保に努めています。
　今回、設備関係の事務所を一つの建物に集約すること
で、これまで以上に系統間の連携やコミュニケーション

の活性化、業務の効率化を進めます。さらにコワーキン
グスペース、個別ブース、共用会議室など、新たな働き
方にマッチした執務空間としました。
　また、隣接する新潟支社ビルとも渡り廊下で結ぶこと
により、企画部門と現業が交流、連携しやすい環境を整
え、系統の壁を超えた新たな技術革新やサービスの創出
につなげるとともに、異常時の連携強化による早期復旧
等にも引き続き努めてまいります。
　最後に、本工事にあたり格別のご理解とご協力を賜り
ました近隣の皆さま、工事を安全に完遂していただいた
多くの工事関係者の皆さまに厚く御礼を申し上げます。

東日本旅客鉃道株式会社新潟建築技術センター
　新潟設備総合事務所は隣接する新潟支社ビル（年開所）のコ
ンセプト「結び拓くワークプレイス」を継承し、①人と人を結ぶ
（ワンフロア化や共用の会議室等を通じてコミュニケーションを促
す機能的なワークプレイス）②支社と結ぶ（渡り廊下で現業と支社
を結び、連携強化、交流しやすい環境を実現）③未来を拓く（将来
の職場環境変化に対応するフレキシブルな空間の実現）を整備方針
に取り入れたデザインとしました。
　内装デザインは木目調をベースとし、ワンフロアで可変性の高い
オープンな執務内空間の中に、フレキシブルスペース・コミュニテ
ィスペース・集中スペースをゾーニングし、その日の気分や目的に
応じて選べる執務環境を整えました。
　会議室を３階に集約し、ガラスパーテーションによるスタイリッ
シュでオープンな雰囲気を醸成しています。一部可動間仕切りを設
け、用途に合わせて利用できるようデザインしました。　
　外観は、湊町新潟における水をモチーフに、押出成形セメント板
のデザインパネルをランダムに低層階に配置することにより水の流
れ、揺らぎを表現したファサードデザインとしています。

　新潟設備総合事務所は、新潟駅周辺に点在していたＪＲ新潟支社
の設備関連部門を統合した業務ビルです。新潟駅付近連続立体交差
事業の一環で年月に、万代口改札から西側約ｍに移転新
築されたＪＲ東日本新潟支社ビルの隣接地に建設されました。
　敷地は東側が新潟支社ビル、南側が新幹線・在来線の高架橋に接
し、資材などが落下・飛散すると第三者災害や鉄道運行の支障につ
ながるおそれがあるため、確実な落下・風散対策を講じました。ま
た大型重機の使用についても、列車運行時間に配慮した綿密な施工
計画を作成し、揚重などの作業を行いました。
　施工面では杭工事・土工事に工夫を要しました。地下水位が高い
ため、湧水対策に配慮した施工方法を採用しました。工期の大半は、
まだ新型コロナウイルス感染症の流行が続いている中で、安全管理
とともに作業員の健康管理も現場運営の重要な項目でしたが、事故
やクラスターがなく、無事お引き渡すことができました。施工にあ
たり丁寧なご意見、ご指導をいただきましたＪＲ東日本新潟支社、
ＪＲ東日本建築設計の皆さま、本工事にかかわった当社、協力会社
の尽力にお礼申し上げます。

　鉄建建設株式会社　所長　金島　大輔

東面外観


